
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する底板と天井枠および両者を接続する両側板とからなり、内部が係合溝を有する
バンドの挿通空間とされたバックル本体と、前記天井枠の内側に水平設置され、一端部下
面に前記バンドの係合溝に係合可能な係合爪を有し、他端部上面を押圧部とする操作板と
から構成され、

該操作板を前記係合爪と前記押圧部の中間点にて、対向する天井枠の二辺に
各々連結することにより、該中間点を支点として揺動自在としたことを特徴とする合成樹
脂製バックル。
【請求項２】
　一体成型された請求項１記載の合成樹脂製バックル。
【請求項３】
　前記２中間点を結ぶ連結軸で前記天井枠と前記操作板とを連結した請求項１または請求
項２記載の合成樹脂製バックル。
【請求項４】
　対向する底板と天井枠および両者を接続する両側板とからなり、内部が係合溝を有する
バンドの挿通空間とされたバックル本体と、前記天井枠の内側に水平設置され、一端部下
面に前記バンドの係合溝に係合可能な係合爪を有し、他端部上面を押圧部とする操作板と
から構成され、該操作板を前記係合爪と前記押圧部の中間点にて、対向する天井枠の二辺
に各々連結することにより、該中間点を支点として揺動自在とすると共に、前記バンドの
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該操作板の一端部近傍と、対向する前記天井枠の少なくとも一辺とを連結
すると共に、



外表面と前記天井枠に、前記バックル本体に該バンドを片手の指先で引き寄せることので
きる一対の掛止突起を設けたことを特徴とする合成樹脂製バックル。
【請求項５】
　一体成型された請求項４記載の合成樹脂製バックル。
【請求項６】
　前記２中間点を結ぶ連結軸で前記天井枠と前記操作板とを連結した請求項４または請求
項５記載の合成樹脂製バックル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、係合溝を有するバンドまたはベルトを係止するためのバックルに関し、特に
、ヘルメットのヘッドバンド、時計バンド、鞄または靴用のバンドまたはベルトと一緒に
用いられるバックルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、バンド（またはベルト）に係合溝を設け、この溝にバックルのフックを弾性的に係
合し、随時、この係止状態を解放可能とするバックルが知られている。
図７はこの種の代表的なバックルの斜視図を示しており、バックル本体１を底板２と両側
板３、３にて断面略コ字状に形成し、各側板３、３間に軸４を横架し、軸４に蓋片５を取
着してコイルばね６で蓋片５の一端５Ａを底板２の方向に付勢し、他端５Ｂを押動操作部
としたものであり、取付穴７等を設けて鞄本体あるいは靴、各種バンド等に取付け使用す
るものである。
【０００３】
他方、バックルと対をなすベルトは、その長手方向に亘って断面鋸歯状の係合溝が列設さ
れ、バックル本体１と蓋片５との間に形成された間隙に、ベルトが挿通されるようになっ
ている。
上記バックル構造では、ベルトはコイルばね６の弾発力に抗して蓋片５を押し上げながら
挿通され、任意の締込み位置でベルトの差込みを停止すると、蓋片５の一端５Ａはベルト
の係合溝に係止して引抜き方向への移動が規制される。ベルトの抜取りは蓋片５の他端５
Ｂをバックル本体１の側に押し下げることにより、他端５Ｂをベルトの係合溝から浮き上
らせて、係合解除する。
【０００４】
上記従来例のバックルは、構成部品点数が多いので組立作業が煩雑となり、しかも、金属
製であるため重量が嵩み、軽量化が求められるバックルには適さないという欠点を有して
いる。
また、バックル本体の上方から底面側に向けた押圧力によりベルトとの係合を解除する機
構を採用していることから不測の接触等によりバックルとベルトの係合解除を生じる虞が
ある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、製作が容易で、しかも軽量な合成樹脂製バックルを提供することを目的とする
ものであり、特に、ヘルメットのヘッドバンド用バックルとして最適な合成樹脂製バック
ルを提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の合成樹脂製バックルは、対向する底板と天井枠および両者を接続する両側板とか
らなり、内部が係合溝を有するバンドの挿通空間とされたバックル本体と、前記天井枠の
内側に水平設置され、一端部下面に前記バンドの係合溝に係合可能な係合爪を有し、他端
部上面を押圧部とする操作板とから構成され、該操作板を前記係合爪と前記押圧部の中間
点にて、対向する天井枠の二辺に各々連結することにより、該中間点を支点として揺動自
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在としたことを特徴とするものである。
【０００７】
前記合成樹脂製バックルは、一体成型されることが望ましい。
前記２中間点を結ぶ連結軸で、前記天井枠と前記操作板とを連結することが好ましい。
前記操作板の一端部近傍と、対向する前記天井枠の少なくとも一辺とを連結することが好
ましい。
前記バンドの外表面と前記天井枠に、前記バックル本体に該バンドを片手の指先で引き寄
せることのできる一対の掛止突起を設けることが好ましい。
【０００８】
【作用】
バンドを一方の挿通口からバックル本体の挿通空間内に進入させていくと、バンドの上面
が操作板の係合爪に接触して、操作板の一端部を押し上げながら前進し、バックルに対す
るバンドの相対位置が調節される。この状態では、係合爪が所定の係合溝と噛み合って係
止しているので、バンドはバックルに対して進出自在であるが、後退不能である。
他方、バックルからバンドを後退させたり、引き抜いたりするには、操作板の押圧部を押
し下げれば、反対側に位置する係合爪が上昇して、係合溝との係止が外れるので、バンド
を自由にスライドさせることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る合成樹脂製バックルの最良の実施形態を、図面に基づいて説明する。
【００１０】
図１はバックル１０の斜視図であり、図２（ａ）はその平面図、図２（ｂ）は長手方向縦
断側面図である。これらの図において、バックル１０は、底板１１、これに対向する天井
枠１２、および底板１１と天井枠１２とを接続する側板１３、１３とからなる偏平かつ筒
状のバックル本体１４により主体が構成される。バックル本体１４はバンドのスライド方
向が挿通口１５、１５として開口され、その内部は後述する係合溝を有するバンド３０の
挿通空間１６となる。
本実施形態では、底板１１の長手方向（バンドのスライド方向）の長さを天井枠１２の長
手方向の長さよりも長くすることにより、底板１１に形成した取付穴１７、１７において
、図示してないバックル１０の被接続体（即ち、ヘルメット用ヘッドバンド、鞄用バンド
等）への取付を容易にすると共に、バンドの挿通がスムーズに行われるようにしている。
【００１１】
天井枠１２の内側には、その内に納まる大きさの操作板２０が水平に設置される。操作板
２０の一端部下面には、バンド３０の係合溝に係合可能な係合爪２１を突設し、他端部の
上面は押圧部２２とされ、その中央部を周辺部よりも凹面とすることが好ましい。操作板
２０は天井枠１２より若干低位置とすることにより、押圧部２２が不用意に押し下げられ
ることを確実に防止することができる。
【００１２】
操作板２０の長手方向の中間部には、連結軸２５が形成され、この連結軸２５は対向する
天井枠１２の二辺に各々連結されている。この実施形態では連結軸２５の断面を楕円形と
したが、円形、その他種々の断面形状とすることができる。連結軸２５は操作板２０を揺
動自在に軸支すると共に、反復的な揺動により破損しない形状であれば差し支えない。な
お、連結軸２５は天井枠１２に限らず、各側板１３、１３の上部内壁に支承されていても
、後述する作用と同じ作用を発揮することができる。
【００１３】
バックル１０は、可撓性を有する合成樹脂により成型することができ、特に、操作板２０
を連結軸２５の周囲に揺動させる必要から、ポリアセタール、ポリオキシメチレン、ポリ
アミド、ポリカーボネートなどの弾性を有する合成樹脂により成型することが好ましい。
本発明のバックル１０は、僅かな部品により構成され、かつ、簡易な構造の故に、金型で
容易に一体成型することができる。また、バックル１０とバンド３０とを一体成型するこ
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ともできる。
【００１４】
続いて、上記バックル１０の作用を図３を参照しながら説明する。
図３（ａ）は、バックル１０の挿通空間１６内にバンド３０が挿入され、バンド３０の外
表面に形成された係合溝３１に、バックル１０の係合爪２１が係合した状態を示している
。係合溝３１はスライド方向の断面形状が鋸歯状、即ち、バンド３０の進行方向に向けて
漸次深くなるテーパ面と、この最深位置より略垂直に立上る壁面とからなっている。なお
、符号３５Ｂはバンド３０に設けられた掛止突起であり、これについては後述する。
【００１５】
バンド３０を押圧部２２側（図３において右側）の挿通口１５から挿通空間１６内に進入
させていくと、バンド３０の上面が操作板２０の係合爪２１に接触して、操作板２０の一
端部（係合爪２１が形成された側）を押し上げながら前進し、バックル１０に対するバン
ド３０の接近・離隔位置が調節される。
この状態では、図３（ａ）に示すように、係合爪２１が所定の係合溝３１と噛み合って係
止しているので、バンド３０はバックル１０に対して進出自在であるが、後退不能である
。
【００１６】
他方、バックル１０からバンド３０を後退させたり、引き抜いたりするには、操作板２０
の押圧部２２を軽く指で押し下げれば、図３（ｂ）に示すように、連結軸２５を中心とし
て操作板２０が回転する結果、反対側に位置する係合爪２１が持ち上がり、係合爪２１が
係合溝３１から外れるので、バンド３０を自由にスライドさせることができる。押圧部２
２から指を離せば、押圧部２２は合成樹脂の弾性により元の水平状態に復帰する。
【００１７】
次に、図４に示す斜視図により別の実施形態を説明する。但し、図１に示す実施形態と同
じ部材には同じ符号を付して、その説明を省略する。
この実施形態では、前記した連結軸２５の位置において操作板２０の上縁部と天井枠１２
の上部とが連結片２７、２７によって連結されており、連結片２７、２７を支軸として操
作板２０が揺動可能とされている。なお、符号２８は、操作板２０の揺動を確実にするた
めに連結片２７、２７上において揺動の軸方向に形成した切欠溝である。
【００１８】
本実施形態では、操作板２０の一端部（係合爪２１の設けられた側）を、対向する天井枠
１２に連結している。当該連結は、操作板２０の隅角部から延びる屈曲した連結部材３３
、３３によりなされており、押圧部２２を押し下げた後、押圧部２２から指を離した時点
で操作板２０が元の水平状態に復元し易くしたものである。従って、連結部材３３の形状
としてはこの他にも、波板等、種々のものを適用することができる。換言すれば、連結部
材３３は操作板２０の揺動動作に対するダンパーとしての機能を有するものである。
また、操作板２０と天井枠１２とは、連結軸２５（または連結片２７）を挟んで押圧部２
２の反対側であれば、前記一端部以外である操作板２０の側縁部を、天井枠１２に連結し
てもよい。その際には、図５に示すように、天井枠１２と当接して該一端部が必要以上に
押し上げられるのを防止するためのストッパ４０を、操作板２０の前記一端部に設置する
ことが望ましい。なお、図５の実施形態では底板１１を、被着される頭部、腕部、脚部、
胴部等に沿った曲面に成形している。
【００１９】
次に、図２に示したバックル１０を変形した実施形態について、図６に基づいて説明する
。
本実施形態では、先ず、天井枠１２に掛止突起３５Ａが上方へ突設されている。掛止突起
３５Ａは、図３に示されたバンド３０の外表面に設けられた掛止突起３５Ｂとの双方に指
先を掛けることにより、バンド３０をバックル１０に片手で引き寄せることができるよう
にするものである。従って、掛止突起３５Ａ、３５Ｂは、指先に掛けられる程度の大きさ
と形状を有していればどのようなものであってもよい。
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【００２０】
操作板２０の上面中央部には、操作板２０の揺動動作を確実にするための補強用リブ３６
が長手方向に設けられている。リブ３６は上面中央部以外にも、操作板２０の上縁部に沿
って長手方向に設けてもよいし、操作板２０の裏面（下面）に形成してもよい。
【００２１】
バックル本体１４の挿通空間１６には、操作板２０の他端部（押圧部２２の設けられた側
）が必要以上に押し下げられるのを防止するためのストッパ３７が設置されている。本実
施形態では、ストッパ３７は操作板２０の他端部下方において両側板１３、１３から水平
方向に突設されている。
【００２２】
更に、挿通空間１６には、バンド３０が浮き上がることにより、係合爪２１と係合溝３１
とのロック解除時に、バンド３０の係合溝３１が持ち上がってロック解除不能となるのを
防止するためのバンド押え３８、３８が設けられている。本実施形態では、バンド押え３
８は係合爪２１の直下、両側板１３、１３から水平方向に突設されている。
【００２３】
【発明の効果】
請求項１記載のバックルは、構成する部品点数が少なく、合成樹脂で製造されるので、軽
量であり、製造コストも廉価である。また、係合爪を直接動作させる構造を採用するため
係合解除動作も確実であり、かつ、操作板は周囲を天井枠により囲まれているので不用意
なまたは突発的なロック解除の虞もない。さらに、操作板を底板と平行に設置しているの
で非常に偏平な形状となり、コンパクトな構造となる。
特に、このバックルをヘルメット用ヘッドバンドに適用する際には、バックルが後頭部に
配備されても、単純な係合解除動作により着用したままバンドサイズを容易に調整するこ
とができるという優れた効果を有しており、建設作業、土木作業、その他各種作業、また
は、車両運転時や運動競技時において、頭部防護のために着用されるヘルメット用ヘッド
バンドのバックルとして最適である。
【００２４】
請求項２記載のバックルは、成型金型の構造が単純であることから金型コストが低廉であ
り、しかもバックルの製作が容易である。
請求項３記載のバックルは連結軸を有しているので、水平状態に設置した操作板の揺動が
確実であり、しかも、構造的に堅牢であるため反復的な揺動動作に十分耐えることができ
る。
【００２５】
請求項４記載のバックルは揺動させた操作板の復元力が高く、一層確実な係合・解除動作
を保証し、信頼性を向上させることができる。
請求項５記載のバックルによれば、バンドのスライド調整を片手の指先だけで行うことが
でき、迅速、容易に係合動作を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】バックルの斜視図である。
【図２】図２（ａ）は、図１に示すバックルの平面図、図２（ｂ）は長手方向縦断側面図
である。
【図３】上記バックルの作用を説明するための縦断側面図である。
【図４】バックルの他の実施形態を示す斜視図である。
【図５】バックルの他の実施形態を示す縦断側面図である。
【図６】図２に示したバックルの変形実施形態を示す平面図（同図（ａ））と縦断側面図
（同図（ｂ））である。
【図７】バックルの従来例を示す斜視図である。
【符号の説明】
１０　バックル
１１　底板
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１２　天井枠
１３　側板
１４　バックル本体
１６　挿通空間
２０　操作板
２１　係合爪
２２　押圧部
２５　連結軸
２７　連結片
３０　バンド
３１　係合溝
３３　連結部材
３５Ａ、Ｂ　掛止突起
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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